
総
雨
量
一
五
五
・
〇
mm

一
時
間
最
大
雨
量
一
九
・
〇
mm

瞬
間
最
大
風
速

三
七
・
八
メ
ー
ト
ル
毎
秒

河
川
水
位

千
ノ
川(

梅
田
橋)

18
時
20
分

一
・
七
一

m

避
難
判
断
水
位

二
・
二

m

氾
濫
危
険
水
位

二
・
五

m

小
出
川(

一
ツ
橋)

14
時
30
分

二
・
五
二

m

避
難
判
断
水
位
二
・
九

m

氾
濫
危
険
水
位
三
・
〇

m

小
出
川(

新
鶴
嶺
橋)

18
時
40
分

二
・
五
九

m

避
難
判
断
水
位
二
・
五

m

氾
濫
危
険
水
位

二
・
七

m

相
模
川(

神
川
橋)

24
時
00
分

八
・
三

m

避
難
判
断
水
位

七
・
八

m

氾
濫
危
険
水
位

八
・
七

m

避
難
状
況

避
難
所
開
設
数
三
十
七
ヶ
所

避
難
者
数
八
千
三
百
五
十
八

人被
害
情
報(

市
が
把
握
し
た
も
の)

人
的
被
害

三
件(
軽
傷)

物
的
被
害

三
十
一
件

倒
木

二
十
二
件

道
路
冠
水

三
件

通
行
止
め

五
件

文
化
財
破
損

一
件

停
電
被
害

三
千
四
百
件

赤
羽
根

一
千
件

高
田

八
百
件

室
田

三
百
件
な
ど

激
甚
災
害
に
指
定

政
府
は
10
月
29
日
の
閣
議
で

台
風
19
号
を
激
甚
災
害
に
指
定

し
た
。
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ

る
と
、
地
方
自
治
体
が
管
理
の

道
路
の
復
旧
を
国
が
代
行
す
る

な
ど
、
公
共
土
木
施
設
や
農
林

水
産
関
連
な
ど
の
被
害
に
対
し

て
一
定
の
復
興
支
援
を
行
う
。

高
田
自
治
会

会
長

森

俊
彦

午
前
6
時
半
、
対
策
本
部
立

ち
上
げ
。
千
の
川
周
辺
地
区
に

対
し
消
防
団
に
依
頼
し
て
消
防

車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
避
難
勧
告

を
案
内
。
川
の
水
位
や
道
路
の

冠
水
情
報
は
高
田
自
主
防
災
会

の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
共
有
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
高
田
緑

地
周
辺
）
の
該
当
世
帯
へ
避
難

を
勧
め
る
文
書
を
配
布
。
高
田

5
丁
目
避
難
勧
告
地
区
の
要
支

援
者
に
、
個
別
に
呼
び
か
け
た

が
家
族
同
居
と
の
理
由
で
避
難

し
な
い
こ
と
を
確
認
。
避
難
所

（
室
田
小
）
応
援
と
し
て
、
12

日
は
4
名
、
13
日
の
片
付
け
に

7
名
高
田
自
治
会
役
員
が
従
事
。

台
風
の
よ
う
な
風
水
害
へ
の
対

応
に
つ
い
て
様
々
な
課
題
・
教

訓
が
課
せ
ら
れ
た
の
か
な
と
実

感
し
た
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
茅
ヶ
崎
自
治
会

会
長

井
野
孔
美

午
前
7
時
半
、

自
治
会
館
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
台

風
19
号
の
対
応
を
開
始
し
た
。

自
治
会
理
事
と
民
生
委
員
も
召

集
。
緊
急
連
絡
網
に
よ
り
会
員

へ
避
難
勧
奨
（
数
名
が
室
田
小

学
校
に
避
難
し
た
）
。
重
度
の

要
支
援
者
に
つ
い
て
は
民
生
委

員
と
会
長
が
避
難
を
説
得
（
車

も
手
配
）
し
た
が
、
自
宅
に
留

ま
っ
た
。
危
険
箇
所
を
確
認
後

14
時
半
各
自
帰
宅
。
13
日
（
日
）

午
前
9
時
よ
り
再
開
。
今
回
の

反
省
と
教
訓
を
話
し
合
い
11
時

半
、

本
部
解
散
。
大
き
な
反
省

点
と
し
て
は
緊
急
連
絡
網
が
完

全
に
機
能
し
な
か
っ
た
事
と
避

難
所
の
情
報
を
取
ら
な
か
っ
た

事
。
避
難
所
に
は
防
災
リ
ー
ダ
ー

等
が
張
り
付
い
て
、
（
防
災
無

線
機
に
て
）
逐
一
様
子
を
自
治

会
本
部
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
た
。
（
そ
の
次
の

避
難
者
へ
の
伝
達
方
法
も
課
題
）

室
田
自
治
会

会
長

内
田

紘

台
風
に
対
し
て
当
自
治
会
の

危
機
は
、
千
の
川
氾
濫
に
よ
る

住
宅
浸
水
で
あ
る
。
平
成
十
五

年
五
月
の
大
雨
で
床
上
浸
水
し
、

被
害
が
出
た
。
台
風
19
号
で
は
、

朝
6
時
に
室
田
二
、
三
丁
目
に

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。

こ
の
時
千
の
川
の
水
位
は
五
十

セ
ン
チ
程
度
増
、
同
12
時
に
自

主
防
災
体
制
を
設
置
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
に
よ
る
情
報
交
換
と

情
報
共
有
を
行
っ
た
。
13
日
の

市
の
避
難
勧
告
解
除
に
伴
い
、

6
時
半
、

室
田
防
災
の
体
制
を

解
除
し
た
。
被
害
は
殆
ど
な
か
っ

た
。
避
難
所
関
連
と
し
て
は
、

12
日
13
時
頃
の
松
林
中
学
避
難

所
の
状
況
が
入
っ
た
。
『
体
育

館
の
避
難
者
は
ま
ば
ら
で
、
敷

物
は
な
く
壁
側
に
立
っ
た
ま
ま

で
で
あ
っ
た
』
と
。
一
方
、
14

時
頃
、
室
田
小
学
校
の
状
況
で

は
『
す
で
に
２
０
０
人
位
が
避

難
。
教
室
、
多
目
的
室
、
音
楽

室
は
避
難
者
で
一
杯
に
な
り
、

体
育
館
に
受
入
れ
て
い
る
。
』

19
時
過
ぎ
、
『
室
田
小
、
柳
島

小
、
萩
園
中
、
ア
ル
バ
ッ
ク
が

受
け
入
れ
を
一
時
中
止
し
、
鶴

嶺
高
校
を
新
た
な
避
難
所
と
し

て
開
設
し
た
』
と
の
情
報
が
あ
っ

た
。

上
赤
羽
根
自
治
会会

長

細
田

勲

大
半
の
世
帯
は
自
宅
待
機
を

選
択
し
た
が
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
内
の
三
十
世
帯
に
自
治
会

が
戸
別
訪
問
し
避
難
を
勧
め
た

結
果
三
世
帯
が
赤
羽
根
中
学
校

へ
避
難
し
た
。

中
赤
羽
根
自
治
会会

長

滝
本

誠

午
前
中
よ
り
、
中
赤
消
防
分

団
長
と
連
絡
。
分
団
小
屋
に
詰

め
る
の
で
対
応
を
確
認
。
15
時

に
室
田
小
学
校
に
避
難
者
の
確

認
の
た
め
現
地
へ
。
到
着
時
か

ら
2
時
間
後
に
は
、
体
育
館
も

教
室
も
満
杯
で
受
け
入
れ
を
松

林
小
学
校
に
委
託
す
る
状
態
だ
っ

た
。
約
３
８
０
名
の
避
難
者
に

松林地区まちぢから協議会広報紙 第7号 令和元年12月１日

令
和
元
年

十
二
月
一
日
発
行

茅
ヶ
崎
松
林
地
区

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

広
報
部
会

ま
ち
ぢ
か
ら
松
林
タ
イ
ム
ス

令
和
元
年
台
風
第
19
号

十
月
十
二
日
、
静
岡
県
の
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
た
台
風
十
九
号

は
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
東
日
本
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
各

地
で
洪
水
や
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
決
壊
が
起
き
、
イ
ン
フ
ラ
や
交

通
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ん
だ
。

こ
の
台
風
で
茅
ヶ
崎
市
は
、
十
二
日
午
前
６
時
に
市
内
の
一
部
約

四
万
四
千
七
百
世
帯
、
約
十
万
六
千
八
百
人
を
対
象
に
避
難
勧
告

を
出
し
、
市
内
三
十
七
の
小
学
校
や
中
学
校
で
避
難
所
を
開
設
し

た
。

令和元年10月12日台風19号襲来

台
風
19
号
に
関
す
る
デ
ー
タ

（
茅
ヶ
崎
消
防
本
部
デ
ー
タ
よ
り
）

その時松林地区はどう動いたか

我
が
自
治
会
は

室田小学校体育館



は
19
時
頃
夕
食
の
提
供
（
備
蓄

非
常
食
）
が
行
わ
れ
た
。
避
難

所
の
様
子
は
、
苦
痛
以
外
な
い

だ
ろ
う
と
感
じ
た
。
地
域
の
防

災
訓
練
は
、
避
難
所
運
営
に
も
っ

と
注
力
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。

当
自
治
会
員
は
自
宅
待
機
が
殆

ど
だ
っ
た
が
、
日
頃
よ
り
自
助
・

共
助
を
意
識
し
て
、
災
害
に
対

処
す
る
重
要
性
を
痛
感
し
た
。

下
赤
羽
根
自
治
会会

長

城
田

誠

南
を
高
田
の
台
地
、
北
に
甘

沼
の
山
に
挟
ま
れ
た
地
形
の
た

め
台
風
上
陸
の
前
日
に
新
湘
南

バ
イ
パ
ス
側
道
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
の
落
ち
葉
の
清
掃
を
し
、
清

掃
事
務
所
に
て
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
た
。
赤
羽
根
地
区
に
出
さ

れ
た
避
難
指
示
に
つ
い
て
は
土

砂
災
害
の
危
険
区
域
周
辺
へ
の

周
知
で
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
消
防
署
が
消
防
車
で
巡
回

周
知
し
た
た
め
、
避
難
の
必
要

が
な
い
人
ま
で
が
避
難
し
、
避

難
所
が
混
雑
し
て
し
ま
っ
た
。

又
、
避
難
者
で
非
常
食
を
持
参

す
る
人
が
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

菱
沼
自
治
会

会
長

西
山

三
男

菱
沼
自
治
会
の
区
域
は
、
中

央
を
流
れ
る
千
の
川
が
平
成
の

初
め
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

に
よ
る
暗
渠
化
さ
れ
た
結
果
、

大
雨
に
よ
る
水
害
も
殆
ん
ど
生

じ
て
い
な
か
っ
た
。
台
風
19
号

に
よ
る
避
難
所
が
開
設
さ
れ
巡

回
し
た
と
こ
ろ
、
松
林
小
35
名
・

松
林
中
１
５
０
名
程
度
で
当
自

治
会
員
の
避
難
者
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

オ
ク
ト
ス
湘
南
茅
ヶ
崎
自
治
会

会
長

村
松

章
生

今
回
は
台
風
15
号
襲
来
時
に

被
害
の
あ
っ
た
停
電
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
停
止
や
断
水
も
無
く
、

オ
ク
ト
ス
住
民
間
の
不
安
は
比

較
的
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

台
風
19
号
に
対
す
る
事
前
の
準

備
と
通
過
後
の
確
認
及
び
そ
れ

に
対
す
る
処
理
を
次
の
通
り
行
っ

た
。
①
準
備
：
敷
地
内
片
付
け

の
確
認
及
び
自
主
防
災
組
織
と

民
生
児
童
委
員
と
の
打
ち
合
わ

せ
。
②
台
風
襲
来
時
：
住
民
か

ら
の
通
報
に
よ
り
、
飛
ば
さ
れ

た
駐
輪
場
の
屋
根
の
片
付
け
を

強
風
の
中
で
実
行
。
③
通
過
後
、

被
害
の
確
認
と
関
係
部
署
へ
の

連
絡
。
」
ま
た
、
翌
日
13
日
は

敷
地
内
巡
回
と
被
害
確
認
を
行
っ

た
。防

災
放
送
に
つ
い
て
思
う

上
赤
羽
根

石
川

光
重

早
い
段
階
で
赤
羽
根
、
高
田
、

室
田
に
避
難
勧
告
（
警
戒
レ
ベ

ル
４
、
全
員
避
難
）
が
発
令
さ

れ
た
赤
羽
根
だ
け
で
約
二
千
八

百
世
帯
六
千
人
余
り
、
何
処
に

避
難
し
ろ
と
言
う
の
か
？
、
避

難
勧
告
と
避
難
指
示
の
違
い
は
？

近
所
同
士
で
相
談
し
結
局
大
半

の
世
帯
は
自
宅
待
機
を
選
択
し

た
。千

曲
川
の
堤
防
決
壊
で
大
変

な
被
害
を
受
け
た
長
野
市
で
も

繰
り
返
し
避
難
指
示
を
呼
び
か

け
た
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

単
に
”
避
難
し
て
く
だ
さ
い
”

と
”
何
処
で
越
水
（
決
壊
）
が

予
想
さ
れ
ま
す
”
で
は
大
き
く

避
難
行
動
が
異
な
る
。
赤
羽
根

に
は
土
砂
災
害
、
浸
水
災
害
が

想
定
さ
れ
る
区
域
が
一
部
に
あ

る
。
自
己
責
任
と
い
う
に
は
区

域
を
特
定
し
て
予
想
さ
れ
る
被

害
状
況
を
可
能
な
限
り
詳
細
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と
が
行
政

側
に
も
求
め
ら
れ
る
。

今
回
は
幸
い
大
事
に
至
ら
ず

事
な
き
を
得
た
が
、
こ
れ
を
貴

重
な
経
験
と
し
て
今
後
に
生
か

し
た
い
。

「
避
難
者
」
を
経
験
し
て

下
赤
羽
根

川
口

富
士
子

19
号
は
未
曽
有
の
規
模
と
あ
っ

て
私
の
防
災
意
識
は
よ
り
高
ま
っ

て
い
た
。
6
時
の
避
難
勧
告
レ

ベ
ル
４
の
発
令
か
ら
11
時
頃
、

室
小
へ
避
難
。
既
に
高
齢
者
を

中
心
に
数
十
名
が
避
難
し
て
い

た
。
午
後
は
避
難
者
数
も
倍
増

し
受
付
も
混
雑
。
聞
け
ば
初
め

て
の
人
が
多
か
っ
た
。
皆
家
か

ら
非
常
用
の
食
料
や
飲
料
を
準

備
し
、
静
か
に
過
ご
す
時
間
が

続
く
。
空
調
や
湯
沸
か
し
ポ
ッ

ト
を
完
備
頂
い
た
清
潔
な
空
間

に
皆
安
堵
し
て
い
た
。
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
避
難
者
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
が
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
さ

れ
た
が
、
避
難
者
が
段
々
と
押

寄
せ
れ
ば
そ
の
余
裕
は
な
く
市

職
員
の
苦
労
も
垣
間
見
え
た
。

積
ま
れ
た
段
ボ
ー
ル
の
中
に
は

災
害
用
の
毛
布
が
あ
り
、
そ
の

数
に
も
驚
い
た
。
そ
し
て
時
間

の
経
過
と
共
に
人
間
は
自
分
の

テ
リ
ト
リ
ー
を
快
適
に
す
べ
く

確
保
を
広
げ
る
。
自
治
会
長
さ

ん
達
の
取
計
ら
い
な
ど
で
諍
い

は
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
後

は
区
分
が
も
っ
と
明
確
化
さ
れ

て
い
れ
ば
と
思
っ
た
。
ペ
ッ
ト

連
れ
は
玄
関
エ
リ
ア
で
の
避
難
。

季
節
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
だ
ろ

う
。
居
場
所
の
確
保
は
ど
こ
も

課
題
と
さ
れ
る
が
今
回
を
機
に

防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。

様
々
な
課
題
が
改
善
さ
れ
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

避
難
所
の
様
子
と
感
じ
た
こ
と

高
田
自
治
会
防
災
リ
ー
ダ
ー

上
村
純
夫

室
田
小
学
校
は
最
終
的
に
3

７
７
名
の
避
難
者
が
入
所
し
、

市
役
所
の
地
域
配
備
職
員
4
名

で
は
対
応
が
追
い
付
か
な
い
状

態
に
な
り
、
避
難
者
名
簿
作
成

業
務
等
の
一
部
を
自
治
会
応
援

部
隊
が
担
当
し
た
。
夕
方
以
降

は
来
訪
し
た
避
難
者
に
、
比
較

的
余
裕
の
あ
る
、
隣
の
松
林
小

学
校
に
避
難
し
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

避
難
所
の
メ
イ
ン
会
場
は
体
育

館
で
本
校
舎
3
階
の
多
目
的
ホ
ー

ル
も
一
般
避
難
者
に
開
放
。
車

い
す
等
の
避
難
者
は
１
階
の
教

室
。
ま
た
ペ
ッ
ト
連
れ
の
避
難

者
は
西
側
昇
降
口
に
割
り
当
て

ら
れ
た
。
又
、
避
難
所
本
部
は

１
階
地
域
ル
ー
ム
で
こ
こ
か
ら

市
役
所
本
部
と
の
無
線
通
信
が

行
わ
れ
た
。
19
時
頃
風
雨
が
強

ま
り
体
育
館
東
側
扉
よ
り
浸
水
。

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
探
し
た
が
見

当
た
ら
ず
１
階
2
年
生
の
廊
下

の
雑
巾
を
校
長
先
生
の
許
可
を

得
て
借
用
。
浸
水
部
分
に
詰
め

て
対
策
。
夜
、
落
ち
着
い
た
の

で
自
治
会
応
援
部
隊
は
撤
収
し

た
。
避
難
所
の
必
携
品
『
水
、

食
料
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
耳
栓
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
う
ち
わ
、
防
寒

具
』
等
を
持
参
し
て
い
な
い
方

が
多
か
っ
た
。

【
編
集
後
記
】

今
回
は
松
林
地
区
大
運
動
会

が
中
止
と
な
っ
た
た
め
台
風
19

号
の
特
集
号
と
な
っ
た
。
地
元

の
災
害
対
応
の
様
子
を
伝
え
た

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

近
年
は
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
甚
大
に
な
っ
て
い
る
。
台

風
19
号
で
は
東
日
本
を
中
心
に

浸
水
・
洪
水
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
。
各
種
の
警
戒
情
報
や
避

難
情
報
が
発
令
さ
れ
、
刻
々
と

変
化
す
る
状
況
に
避
難
す
べ
き

か
と
悩
ん
だ
人
も
多
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
台
風
は
接
近
し
て

か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
対
策

も
あ
る
。
我
が
茅
ヶ
崎
市
は
甚

大
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

避
難
所
に
駆
込
ん
だ
人
は
近
年

で
は
ま
れ
な
多
数
だ
っ
た
。
日

頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て
生

活
す
る
こ
と
や
、
避
難
行
動
の

段
取
り
を
身
に
着
け
て
お
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

ウ
リ
坊

記
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地
域
の
皆
様
か
ら

避難所受付の様子


